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利用者側の幅広いニーズに答えて、利用者が主体的に学ぶための選択肢を豊富に

用意することを強調することで、教材開発の目的が「学習に役立つかもしれない

情報を羅列する」ことに終始することが危惧される。教員情報化研修教材

（IPA/CEC）では、校内でコンピュータ活用授業に初めて取り組む教師が自分た
ちだけで研修を進められるようなパッケージとして CD-ROMを開発した。文部
科学省の教育情報化指導者養成教員研修講座用 CD-ROM（IPA/JAPET）では、
初年度の講習指導案，指導記録、学習成果そのものを CD-ROMに組み込んで「ど
のように研修を進めて欲しいか」を具体的に例示した。NHK 高校講座向けの
Webサイト試作では、通信制高校生の学習状況ならびに制作者と高校側の役割分
担を意識して「番組理解促進のための予習と復習に限定した内容構成」を設計し

た。様々な利用方法に耐えられる「全方位的教材」に対比させて、開発目的に沿

った使用を促す方策を埋め込む必要性やその方法論について議論したい。 
 
 
１．「教員情報化研修教材」（IPA/CEC) 

 
◆1997 年度に企画（主査：平沢茂） 
◆1999 年度に開発、全国４万校に CD-ROMを配布。 
 
コンピュータ利用の技術研修ではなく、授業でのコンピュータ利用を目指した主体的な校

内研修に役立つ CD-ROMを開発・提供。小・中学校での未経験者の利用を想定し、お絵描
きソフト（小）と図鑑ソフト（中）でまずコンピュータ利用授業を展開する計画を立てる

ことを研修の中心に据え，その後のコンピュータ授業実践に適した課題を学年ごと・教科

ごとに提案した（図１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 「教員情報化研修教材」（IPA/CEC）の初期画面 



 

 

 
２．教育情報化推進指導者養成教員研修プログラム（IPA/JAPET) 

 
◆1997-98 年度：企画・開発（主査：赤堀侃司） 
◆1999 年度～：文部省研修で使用 
◆1999 年度：文部省研修で試行・効果検証実験 
◆2000 年度：改訂版を開発、指導案などを CD-ROMに組み込む 
◆2002 年度：再改訂作業中 
 
５枚組の CD-ROMに 5 つのテーマ別の研修素材を集大成した（図２）。基礎知識や技能に
ついての解説を網羅しただけでなく、個別研修・グループ研修で用いることを想定した課

題も組み込む。CD-ROMを補完するオンライン研修システムも整備し、アンケートの回収，
掲示板での議論、最新情報へのアップデートなどを提案。2000 年度の改訂版では、1 枚目
の CD-ROMに初年度の検証実験で得られた資料を組み込み、企画・開発者が提案する研修
の進め方と研修形態・学習効果などを明示。 

 
図２ 教育情報化推進指導者養成教員研修 CD-ROM（第１章メニュー） 

 
３．ＮＨＫ高校講座Ｗｅｂの試作（NHK) 

◆2001 年度：｢化学｣２番組分のWebサイトを企画・試作・公開、全国通信制高校研究会で
も検討を開始。 
◆2002 年度：試作サイトを他の教科で企画・開発・公開 
◆2003 年度～：順次Webサイトを整備・公開（予定） 
 
通信制高校生の学習状況と制作者と高校側の役割分担を意識して、番組理解促進のための

予習と復習に限定した内容構成を設計。予習には、知っておきたい予備知識と番組予想ク

イズ、復習には、番組の概要と理解度確認問題によるチェック、及び番組制作裏話を準備。

番組制作の過程に連動して準備できる構成で、かつ、家庭で放送番組を視聴しながら個人

で学習を進める高校生の支えとなるサイトを目指した（図３）。 



 

 

 
図 3 NHK高校講座「化学」向け試作Webサイト（ホームページ） 
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